
障害者の福祉的就労の現状と展望  

働く権利と機会の拡大に向けて           （中央法規出版） 

 

障害者の福祉的就労については、労働法が適用される

のは一握りであり、大多数が労働者と扱われず、最低賃

金の保障もされず、自立生活が困難な状況である。本書

は、障害者の福祉的就労の現状について、海外・日本か

らの報告を踏まえ、今後の展望について検証し提言す

る。 
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